実践報告

１．対象学年

　　普通科３年生

２．実習にあたって

　　○　生徒の実態

これまでの実習の中でスキャナを使っての画像のディジタル化は経験があり，その際に，代表的なファイル形式（bmp形式やjpg形式）については基礎的な説明を行ってきた。ただし，それ以外の形式や圧縮率の違いによる画像の違いを直接調べることは今回が始めてである。

　　○　実習環境，使用ソフト等

パソコン教室には，サーバ１台・生徒用４０台・教師用１台・教材作成用１台のコンピュータが，LANでつながっており，ISDN回線でインターネット接続が可能です。各種画像を比較する作業用ワークシートはエクセルのワークシートを利用した。また，画像の拡大表示にはＯＳに標準についているビューア，編集・加工には，ペイントを使用した。

３．実践内容

画像については，最初に各種のファイル形式の比較を行った。画素数とファイル形式の違う画像データ（800×600のjpg形式（元のデータ）・280×210のjpg形式・280×210のjpg形式（高圧縮）・280×210のgif形式・280×210のpng形式、以上5つのファイルを作成し使用）をExcelで作成した作業用ワークシートに貼り付けてファイルサイズや特徴をまとめた。

画像の加工・編集については，ペイントを使用して，トリミングや拡大・縮小等の操作と学習した各保存形式への変換や媒体への保存及び印刷を行った。

４．実践結果と考察

保存形式による画質の違いについては，多くの生徒が画面表示の拡大率を変化させ，細かな点までチェックをしていた。実習を通して画素数の違いや，同じ画素数であっても保存形式によってファイルサイズや見え方が異なることを生徒全員が理解できた。

　　また，画像の加工・編集の実習では，その画像の使用目的に応じて加工し，保存形式などを選択する必要性を理解させることができた。
５．今後の課題

　　今回の実習での画像形式以外にベクトル形式の画像もあり，実習で扱う画像の種類を検討する必要がある。

